
富山県　GFPグローバル産地計画　品目：米およびコメ加工品　
（有限会社グリーンパワーなのはな　富山市水橋地区）

様式２

祝 ver2.2(穀物）認証取得
＜2020年7月28日＞

ver2.2(穀物）認証取得
＜2020年7月28日＞



富山県　GFPグローバル産地計画：米およびコメ加工品　
（有限会社グリーンパワーなのはな　富山市水橋地区）

◆コメ国内需要の長期的な減少が予想される中で、コメ輸出を推進す
るためには、生産基盤を強化したグローバル産地づくりが必要。
◆国内需要とは異なる、輸出先国ニーズに基づく、コメ輸出に適した生
産を行ってコメ輸出産地を育成するために、①低コストで②高品質なコメ
生産体制構築によって、生産基盤強化が必須となる。
◆輸出先国の輸入規制（検疫、残留農薬、包装材料など）に対応す
るため、その調査と対応が必要である。
◆さらに産地における収益改善のために、高付加価値商品となるコメ加
工品開発を同時に進めることが望ましい。また越境EC導入による直接
輸出の導入を進めたい。

様式２

１．輸出における現状と課題

４．輸出目標額

◆ロボットトラクター遠隔監視実証（農研機構、北海道大学）を令和
2年に実施。『低コスト生産体制の構築』、『高品質米生産体制の構
築』のため、生産基盤高度化（強化）、ICT技術活用の検討と導入
で人件費削減（省力化）を実現する。さらに県と国の農地整備事業
の段階的整備に合わせ、圃場の大区画化（1ha程度以上）や農道
の整備、用排水路の整備で総合的な低コスト省力生産体制構築、
ICT活用による用排水遠隔自動管理システムを導入し、精密な生育
管理や高温障害防止等の高品質生産体制構築する。
◆『国際GAP対応』のため、ASIAGAP認証取得済（2020年7月）
◆『輸出先国残留農薬規制対応』のため、特に規制の厳しい欧州諸
国対応を先行。残留農薬、REACH規制、食品表示に対応。
◆『継続的な販売先の開拓』のため、令和元年の海外展示会、令和2
年のリモート各種商談会で商談を継続。『コメ加工品』開発は、ベビーフ
ード、黒米茶（有色米）、米粉、パックご飯について商品設計と商品
化を展開。さらに『越境EC』構築のため、独自サイトを構築し、多言語
対応、多通貨対応、海外発送方式を導入する。

２．輸出事業計画の取組内容

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制

左記体制で検討委員
会を組織し、輸出事業
計画の実証と見直しを
進めます。市場調査に
基づき商品設計等を検
討、さらに商談結果など
で得られた情報も加味
することでPDCAサイクル
を活用し、輸出事業推
進をします。

現状
（令和２年）

目標年
（令和５年）

備考

輸出額（円）                           3,600,000                       35,000,000 
【令和5年目標値：内訳】

有色米輸出量　30ｔ
白米輸出量　150ｔ

コメ加工品　500万円

輸出量（ｔ）                                    22                                 180 

輸出先国  中国・英国・フィンランド  欧州諸国、東アジア諸国 

生産量/取扱量（ｔ）                                1,000                              1,100 



富山県　GFPグローバル産地計画：米およびコメ加工品　
（有限会社グリーンパワーなのはな　富山市水橋地区）

様式２

R２年 R３年 R４年

計画策定支援
・検討委員会の　開催と運営 〇開催(6月) 

   

 

生産・加工等の体制構築支援

・ASIAGAP認証

・低コスト/高品質生産体制構築

・輸出先国規制対応
　＜残留農薬、REACH規制等＞ 

 〇認証取得　○HACCP対応 

○検討    

○調査○対応

                　  

グローバル産地計画の事業効果の検
証改善支援 
・市場調査<欧州諸国,香港ほか>
・テスト輸出 
・本格輸出 
・海外展示会・商談 

○市場調査

○出展＜ﾊﾞｰﾁｬﾙ含＞
○商談＜ﾘﾓｰﾄ含＞ 

    

  ○Test輸出      
  ○本格輸出

その他支援
・コメ加工品開発
・越境EC構築

○試作
○WEB制作/テスト運用 

〇TEST輸出

〇WEB改良／本格運用

○本格輸出

年度別事業計画



法人名 有限会社グリーンパワーなのはな

代表者名 代表取締役　青木　博二

所在地 富山市水橋上桜木107
設立 　1996年（平成8年）７月２２日

資本金 　500　万円 （なのはな農協 ９７％）

従業員 正社員　  １８名　　　　契約社員 ２１名

事業実施主体の概要：
有限会社グリーンパワーなのはな



グローバル産地づくり構想図

低コスト高品質輸出米の生産・販売促進
◆基盤整備事業をきっかけに
◇GFP参加／JETRO支援
◇商談（海外渡航およびリモート商談）
→2019年：香港、シンガポール、英国渡航
→2020年：JETRO等リモート商談会に積極参加

◆ASIAGAP認証取得(2020.7.28)
◇コメ加工品開発／越境ECサイト構築

国営・県営農地整備事業
GFP（2018年11月参加）

　　　　　　　　     GFPグローバル産地づくり事業
　　　　　　　　　　     　＜R2～4年度予定＞

生産性向上
SIPロボトラ

多収性品種導入
有機JAS検討？

ASIAGAP
ver2.2穀物
認証取得
2020.7.28

有色米
輸出
・

R1～英国
R2～
フィンランド

↓
香港

シンガポール
etc.

白米
輸出

H30～中国
R2～英国

↓

ロシア
フィンランド
スウェーデン

etc.

コメ加工品
開発→販売

越境
EC

EU向残留農薬調査



高収益作物としての有色米
【輸出実績】
R１～英国　
R２～フィンランド
【輸出戦略】
日本食レストラン
＜特に寿司＞
欧州諸国、アジア展開

低コスト・高品質な白米
【輸出実績】
H30～中国
R2～英国
【輸出戦略】　
全農タイアップ
＜コシヒカリ+みつひかり＞

国営基盤整備事業における
営農計画と輸出米について



２０２０．１０．２２
遠隔監視ロボット農機

現地実演会
＜於：グリーンパワーなのはな＞

農業者の実際のほ場での
実演は国内初

生産基盤の強化
低コスト・高品質生産体制の構築



国際GAP・輸出規制への対応

ver2.2(穀物）
認証取得

＜2020年7月28日＞

EU向残留農薬対応
JETRO支援残留農薬検査実施

（2019年9月）

EU向包装材料規制対応
REACH規制＜高懸念物質（SVHC）＞

【2020年度おおむね対応済】 【202１年度以降対応予定】

米国FDA

EU向食品ラベル対応
EU No 1169/2011 に定められる表示義務

HALAL認証

有機JAS相当規格
＜まずは調査から＞

EU規格先行
データベース化



英語レシピの整備①（有色米）英語レシピの整備①（有色米）



◇有色米で付加価値提案
◇スーパー等でパック売り

↓
冷えても、もちもち

↓
アントシアニンを豊富に含む

（玄米・健康食品）

英語レシピの整備②
（寿司／有色米）
英語レシピの整備②
（寿司／有色米）
英語レシピの整備②
（寿司／有色米）



デザイナー起用で欧州対応
英国向け『みつひかり』5kg袋



PCT国際特許出願予定
精米歩合60％のお粥

低タンパク、雑味がない

コメ加工品開発①（ベビーフード）コメ加工品開発①（ベビーフード）



黒米のパックご飯
圧力釜炊きの特殊製法
無添加玄米ご飯

コメ加工品開発②（パックご飯）



黒米茶
＜ビタミンC入り＞
玄米茶＋重湯風味

自社製造

コメ加工品開発③（黒米茶）



【参考】CARVAN様
(富山市中央通り)

JFOODO加盟
欧米で広がる

白米粉市場への
参入狙う

コメ加工品開発④（黒米粉、赤米粉）



コロナ禍でのリモート商談対応

年度 対応状況、対応予定 備考
2019年度 【海外渡航・展示会参加】

香港FoodExpo2019
シンガポールJapanFood2019、
英国JAPAN祭
英国T.K.Trading社全農フェア

国際食品見本市に参
加を柱に商談を展開。

2020年度 【コロナ禍でのリモート商談会参加】
JETRO主催リモート商談会＜欧州＞
富山県主催商談会＜アジア＞
富山県香港向け混載コンテナ実証参加
FiEuropeConnect2020（独）参加
英国T.K.Traiding社全農フェア・リモート対応
JFOODOプロモーション参加（独・仏）
JETRO富山主催、仏テストマーケ参加

コロナ禍で状況一変。
海外渡航は不可能と
なったが、JETROや富
山県などでリモート商談
会の機会が増え対応。
またバーチャル開催と
なったFiEuropeに参加。

2021年度～ 当面はリモートでの海外商談を継続予定
コロナ終息のタイミングで海外渡航再開？

状況に応じ、リモートも
利用しながら、臨機応
変に商談展開する



越境EC

japan-rice.farm

越境ECサイト構築（テスト運用開始）

独自サイト構築
2020.10～テスト運用

・多言語対応
・多通貨対応
・海外発送方式検討


	名称未設定

